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わたしの夢

和田英一

あまりおもしろい資料ではありませんが, シンポジウム出席申しこみ書にかいた関心事項と「ゆ
め」のひとつについての commentです.

1 system programのmissを絶滅する方法

miss絶滅は不可能ではないでしょうが,それでも softwareはhardwareにくらべると logical depthが
ずっとふかいので,ちょっと systemが大きくなると, miss絶滅は困難になってきます. IBM7040/44

の systemでもある点を改良すべく versionをすすめると, ほかの errorがあたらしくはいってき
たりするので, installationとしては versionを採用するのに慎重でなければなりません. 最近は
modular technologyとかいって system programをこまぎれにし, staticな連絡は communication

region, dynamicなそれは loaderによっておこなっていますが, そういう面の改良にもかかわら
す, 完璧な softwareをつくるのがたいへんなのは衆目のみとめるところです. 「compilerをつくる
compiler」がひところ programming systemでよくひきあいにだされましたが, それと同様ななに
かが operating systemでもいそいで開発されることがのぞまれます. この問題には非常な関心が
あるのですがまだそんなに具体的にかんがえていないのでこの辺で.

2 computerの societyを作りましょうという提案

このごろ 2台の computerをはりがねでむすんだ directly coupled computer systemとか teletype

をたくさんつけた time sharing systemとか teleprocessingとかいうのがはやりになり computerも
ずいぶん社交的になってきました. そこで提案があるのですが (なるべく高速な電信回線のよう
なもので) 遠くにある computerを勝手にむすびつけることができるようにしようではありません
か. international computer networkをつくり交換用 codeや伝送や checkの方法をきめましょう.

これはもたもたしているとまた codeのことやなんかで統一がとれなくなります. この networkと
してはさしあたっては電信や電話やTVの networkを借用しますがゆくゆくは computerのmaker

に computer用の通信衛星をうちあげてもらうようにします. こんな networkは利用価値があまり
ないというひともあるでしょうが, 一旦 networkができれば service organizationの充実とともに
programの配給や code変換, 計算のしたうけなど, いろいろな serviceがでるようになるでしょう.
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3 やすくて, ちいさくて, つかいよくて, 高性能で, 丈夫で, ながもちする電子

計算機の開発

クスリのキャッチフレーズのような computerがすぐにできるとはおもいませんが, いつかはぜひ
実現したいものです. もっともながもちするといっても, 一度かった機械がずっと使えるとか, まっ
たくおなじ機械をつくりつづけるという意味ではなく, 基本的な system designや system program

がそっくりそのまま変更なしにもちいられるという意味です. だから高速の elementや高速の入出
力機器はどんどんあたらしいものをとりいれてよいのですが, できるだけ system designをかえず
にそれを実行したいわけです. そうするためには基本設計は先見の明にとんだ, くせのない design

でなければならず, 各 partも機能もあらかじめ仕様がきれられ, その機能的仕様をみたすもので
改良していくというかたちをとるべきでしょう. computerがこういう面で自動車と同様になるか
どうかまだ予断をゆるしませんが, 1938年の基本設計がほとんどまそのままの Volkswagenには
やはりまなぶべきものがたくさんありそうです.

4 digital pianistの夢

これは付録です. Bell電話研とかそのほかで (いたずらなら高橋研ででも) computerからいろい
ろな楽の音をだしてよろこんでいますが, ここで提案しているのは高価な computerを楽器がわり
にするのではなく, computerには人間のかわりをさせ楽器には普通の家庭にある pianoをもちい
ようとするものです. この pianoをたたく computerを称して digital pianistとよびましょう. 人
間の pianistは analog pianistとして区別します. Bell研などのは本物にちかい楽音をだしてみた
り, analog pianistにはむずかしい rhythmをださせたり, ふつうの楽器をはことなった音色をだし
てみたりというのが目的のようですが, こちらの目的は analog pianistが日常猛練習により自己の
肉体に analog的に (楽譜は digitalですが) 記憶したのを再現し演奏するその活動をオートメ化し
ようというものです. 別のいいかたをすれば pianistを失業させることかもしれません. computer

に曲の解釈をさせたり, 奏法をあみださせたりするのではなく, こういう指定は人間が楽譜と一緒
に inputしてやります. computerはまず指定にしたがって楽譜を compile, playbackの用意をし
ます. programは compileされてできるのですが長い曲のものは core memoryだけではたりない
ので, ひきながらmagnetic tapeからつぎつぎとよみとります. これは曲の解釈や奏法やその他音
楽の性質を機械的に (ということは科学的に?) 究明するきわめて有力な手段だとおもわれます.

computerにつける digital fingerと称する 88個のハンマーをどうするか, 研究はそんなところから
startし, いろいろな指定の coding, その一部分を後で変更する方法等問題はきりなくあるでしょ
う. さらに digital pianistに外界からの feed backのmechanismをつけ, real timeに conductorか
らの informationをいれ, piano concertoを演奏させることなどはこのゆめのもっともたのしい部
分です.
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